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ユネスコスクール・ＳＤＧｓ/ＥＳＤの推進

大牟田市教育委員会

資料１－３

福岡県大牟田市
○人口 １１２，３７２人

○西は有明海、遠くに雲仙

東は遠くに阿蘇外輪山

＜学校数、児童生徒数＞

小学校１９校（約５４００人）

中学校 ８校（約２４００人） 特別支援学校１校（約１２０人）

世界文化遺産  「明治日本の産業革命遺産」

福岡県の最南

宮原坑 三池港 旧三池炭鉱専用鉄道敷



三池炭鉱閉山

20万人 11万人

○少子高齢化（人口減少・高い高齢化率）

○環境・エネルギー問題

・石炭産業と公害の克服

・新たなエネルギー産業 （エコサンクセンター）

○文化財の宝庫

○国際理解教育

・友好都市

・石炭を通した諸外国とのつながり

○ネットワーク化された情報環境

持続可能なまちづくり



社会の潮流 学習指導要領 教育振興基本計画 本市の現状

ユネスコスクール（ＥＳＤの推進）

小学校校長会、中学校・特別支援学校校長会

小学校教頭会、中学校・特別支援学校教頭会

市教育委員会

検討

検討

協議
協議

校長会、教頭会の中で検討され、教育委員会と協議し、
ユネスコスクールの加盟申請は、全学校行うことに決定！



ユネスコスクール担当者会

ユネスコスクール担当者会

＜大牟田市教育委員会＞
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大牟田市のＥＳＤの推進を通して

ユネスコスクールのまち おおむた

ＥＳＤのさらなる充実

ＳＤＧｓの目標達成

持続可能なまち おおむた

市をあげてESDを推進

【大牟田市役所】

大牟田市ESD推進本部の設置

市長→本部長

教育長→副本部長

各部の部長→推進委員

※各部でESDの視点で事業を推進

持続可能なまちづくり



学校

市立学校全てがユネスコスクール

地域や市民のみなさん

大牟田市ＥＳＤ
推進協議会

大牟田市ＥＳＤ
推進本部

市役所：市長が本部長

大牟田市がすすめているＥＳＤ

家庭地域

協働 協働

協働

SDGs/ESD
の推進

ＥＳＤの充実に向けて

教職員

子ども

地域・
関係団体等



大牟田市が進めるＥＳＤについての教職員研修

＜研修の種類＞

Ａ研修：ＥＳＤ・ユネスコスクールに関する
理論研修

Ｂ研修：大牟田市内の実践を交流する研修
Ｃ研修：大牟田市外の実践を交流する研修
Ｄ研修：授業実践を通した研修
Ｅ研修：大牟田市外の研修会を活用した研修
Ｆ研修：リーダー養成研修
Ｇ研修：日常的な研修

多様な研修の機会の提供
（教職員が選択できる）

マスターティーチャー養成講座

吉野小研究発表会

ユネスコスクール全国実践交流会

それぞれのニーズに応じた研修の場

初任者・他郡市転入者対象
「研究所主催ESD講座」



「ユネスコスクール便り」

ユネスコスクールの活性化、

ＥＳＤ充実のための支援

「ESD実践の手引き」「パンフレット」

の作成、配布（各学校、全教職員等への配布）



ユネスコスクール支援センターの活用と充実
（全国で初めての設置）

○ユネスコスクール支援センター事務局員の配置

○ＥＳＤ関連の資料、書籍等の収集と提供

○学校のＥＳＤ活動の支援、学校間交流の支援 等

吉野小さくらプロジェクト 子ども民生委員活動

子どもボランティアガイド 海洋教育（３校協働）

それぞれの地域の課題解決に向けたESDの充実



子ども達に視点を当てた取組

郷土愛を育む子ども大牟田検定（９月・１月）

ユネスコスクール
ESD/SDGs子どもサミット

ユネスコスクールの日の制定

市内の学校が一斉にユネ
スコスクールに加盟した日

１月１７日

子どもたちの実践交流の場

２０１７年（平成２９年１月）



「大牟田市ユネスコスクールの日」 制定宣言

私たちは、大牟田に学び児童生徒です。
１月１７日を「大牟田市ユネスコスクールの日」と定め
るにあたり、次のことを宣言します。

一 私たちは、人と人とのつながりを大切にします。
一 私たちは、学校から地域へ、地域から世界へ、

つながりの輪を広げていきます。
一 私たちは、過去から現在までのつながり、現在

から未来へのつながりを大切にします。
一 私たちは、希望ある未来を創るため、学び続け

るとともに、自分にできることから行動します。

海洋教育（海を通したＥＳＤ）

子どもたち同士のつながり

他
校
と
の
つ
な
が
り
・広
が
り

令和２年１月

事例



国内外の学校との交流

○宮城県気仙沼市 ○広島県福山市

○岡山県岡山市 ○島根県大田市

○北海道留寿都村 ○長崎県長崎市

○宮崎県綾町 ○佐賀県唐津市

○愛媛県新居浜市 など

○トルコ ○カナダ ○フランス

○ペルー ○シンガポール など

地域・関係団体等との協働に向けて

○ちいきESD講座の実施

○ＥＳＤ職員研修
（大牟田市役所の職員）

○関係団体への出前講座

PTA役員会

大牟田中央ライオンズクラブ・・・・・

商工会議所女性会

大牟田ビンテージのまち

大牟田経済倶楽部

大牟田市中小企業同友会

福岡トーヨー株式会社



関係団体との連携・協働に向けて

自然とふれあい陸の豊かさに気づく
ネイチャースクール（5月・10月）

○参画企業との連携

エネルギー環境について
考える出前授業

○市環境部・参画団体との連携

持続可能な消費生活について学ぶ
市環境部による出前授業

経済倶楽部との連携による
ＪＩＣＡ職員を招いたキャリア教育

○ＮＰＯ団体との連携事業

ＨＰ・フェイスブックによる啓発

◇「大牟田市教育委員会」のホームページ・フェイスブック

・「ＳＤＧｓ/ＥＳＤ」「新着情報」「学校教育」などで ※「各学校のＭボード」



各学校や市内の学校の実践をホームページで発信

○具体的なアプローチは，
その学校・地域の課題や
ＥＳＤの取組方により様々

○ＳＤＧｓを見据えつつ，学
校や地域で足元の課題解決
を大事にＥＳＤを推進する
ことが重要

学校や地域の課題解決を大切にした

大牟田版ＳＤＧｓ

ＳＤＧｓの達成に向けた大牟田の挑戦

ＳＤＧｓが掲げる17の目標
を本市のＥＳＤに



「ユネスコスクール・ＥＳＤのまち おおむた」宣言

市長・議長・経済界・福祉団体・教育委員会・
地域代表等による宣言

ESD/SDGｓの充実に向けた気運の高まり

2018年（平成30年）



第３回「ジャパンＳＤＧｓアワード」特別賞

国連大学からＲＣＥに認定 ２０２０年（令和２年）２月

これまで紡いできたネットワークをさらに日本へ世界へ拡大



ユネスコスクールとしての成果
○地域の課題の解決が地球規模の課題の解決につながることを意識し

行動する子どもが増えてきた。
○ＥＳＤを学ぶことで地域や世界への貢献の意識が年々向上している。

＜２０１４年（平成26年）６５％→２０１９年（令和元年）９２％＞
○学校におけるＥＳＤの取組が地域へ広がり、地域と学校が一体となっ

て持続可能なまちづくりに取り組む事例が増えてきた。
○ＥＳＤを通して地域のことを考え行動することを学ぶことで、学校と地

域とのつながりが深まり、地域行事に参加する子どもが増えてきた。
○各学校が地域の実態に応じたテーマを設定し特色を出し発信するこ

とで、学校と地域とのつながりが強くなり、地域の人々が子ども育む
姿が多く見られる。

○ＥＳＤに取り組みはじめた時（２０１０年）の中学3年生が、ＥＳＤを次世
代へ継承していきたいと教師を目指し、201９年（令和元年）に小学
校の教師として本市に着任する。

今後の展望
○全国や県・地方等のエリア内のユネスコスクールとの交流促進
○世界のユネスコスクールとの交流促進

ご清聴ありがとうございました

大牟田市公式キャラクター
「ジャー坊」
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